
２．２次関数｜２．２次関数の値の変化｜１．最大・最小｜２．定義に制限がある場合

1/2

インデックスに戻る

２．２次関数

２－２．２次関数の値の変化

２－２－１．２次関数の最大・最小

２－２－１－２．定義域に制限がある場合

関数のグラフを利用することにより、定義域に制限がある場合も、最大・最小を調べることが

できる。

（例１） 関数 222  xxy （ 30  x ）の値域と最大値・最小値

関数 222  xxy （ 30  x ）のグラフは次の図の実線部分である。

よって、値域は 51  y である。y は 3x のとき最大で最大値は5であり、 1x のとき

最小で最小値は1である。

（例２） 関数 xxy 22  （ 21  x ）の値域と最大値・最小値

関数 xxy 22  （ 21  x ）のグラフは次の図の実線部分である。

よって、値域は 38  y である。 y は、 1x のとき最大で最大値は 3 、 2x のと

き最小で最小値は 8 である。
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（例３） 関数 xxy 22  （ 20  x ）の最大値・最小値

関数 xxy 22  （ 20  x ）のグラフは次の図の実線部分である。

よって、 y は、 1x のとき最大で最大値は1、 2,0x のとき最小で最小値は0である。

（例４） 関数 122  xxy （ 30  x ）の最大値・最小値

関数 122  xxy （ 30  x ）のグラフは次の図のようになる。

よって、 y は、 1x のとき最小で最小値は0である。最大値はない。
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